
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

し、お腹いっ
ぱい食べて
頂くのを念
頭に置いて
作ったのに
反省しきり 

 

 

 

2017 年２月４日/81号 
＜発行＞八幡まるごと館/八幡市男山松里１２－２０
（TEL&FAX）０７５－９８３－３６６４(９時～17 時) 
（E-MAIL）yawata@marugotokan.net 
ホームページは http://marugotokan.net/ 
又は、八幡まるごと館で検索して下さい 

●   
八幡まるごと館は街行く人のだれもが自由に立ち寄れる“地
域サロン”です。休館日は毎週火曜日全日と土･日午後です。 
 

で年末
年始に
しか見
られな
い、 

 

 

枚挙にい
とま 

 

々。毎回感心してみて
います。これらの作業
は決してひとりでは
出来ないし、首尾よく
進めないと、事がはか
どりません。米が蒸せ 

 

 

 

 

多くの方が。参加 
ん。まるごと館 
たっていくにはき 

る。その流
れを有機的
に相談する
ことなくさ
っと動いて
おられる方 

 

 

 

。｢ひとと 

ひととの交わり  
薪に火をつけ、

釜にお湯を沸か
す。もち米を蒸す。
重たい石臼を運び
お湯で洗う、温め 
 

たら、いよ
いよ餅つ
きの始ま
りです。 

 

餅つきの 
こと 

 

ら来られた方に申し訳ありませんでした 
 

い珍しい催し。各家庭ではほとんど行
われていない。子どもの頃、経験した 

 

した。臼と杵で
餅をつくという
行為が集会所等 

 

天気が何とか持ってくれ、無事に餅つき
会実施出来ました。たくさんの方が来て下
さって、楽しい賑わいある集まりになりま
した 

かったです。 

ありがとう 
ございました 

 

も何人も来て下さって 

米とぎや豚汁の材料を 

 

刻んで下さいま
した。その日は翌
日使う道具の確
認をしてまるご
と館を閉めまし
た。当日の天気や
参加者のことを
気にしながら。 

 

すね。今回小さい子どもたちの参加も嬉し 
 

前日よりもち米を
とぎ、水にかして(浸
して)おきます。今回 

 

り返しました。餅つきの風
景に惹かれるのはきっと、こ 
 

たくさん来てくださいました 
前日の心配をよそに大勢の方が

参 

共に｣がきっ 
と心に響くのですね。 

 

参加して下さい
ました。2010 年か
ら毎年実施していま
すが、たくさん作っ
た豚汁が足りません
でした。こういうこ
とは初めてで、後か 
 

 まるごと館として8回目 
の餅つき会。準備・本番から
片付けまで多くの方々 が動 
 

 

いて下さいました。まるごと館のことを
理解して下さって楽しんで。 

つく、返す、火の番、ずっと水
仕事(洗い物)を率先してされ
たり、細かい配慮で参加者に接
して下さったり、薪やノロの 
 ことを心配して下

さったり・・・ 
とまがないくらい
者の皆様はもちろ 
がこれからも成り 

っとこの方々との関係
を大切にすることだろ
うと肝に銘じた次第で
す。本当にありがとうご
ざいました。楽しかった
です。天気も良かった。 

 

つく、返す、丸める・米を蒸すと 
いう作業を当日10回以上繰 

 

の共同作業にも
要因があるような 
 

者にとってみれば、これは郷愁を誘る
｢出来事｣であるように思います。 

準備が大切です 

 

です。来年は
改善します。
それと餅を搗
きたい方に
声をかけま
す 

 

 

●
ひ
と
と
ひ
と
の 

つ
な
が
り
を 

mailto:yawata@marugotokan.net
http://marugotokan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オカリナクラブ ひまわり＞  楽しめる時に。会費 100円 
２月１日(金)13時～ オカリナの練習です。平岡由利子さんを中心 
にゆっくり進んでいます。毎週月曜日 1時から自主練習 ３月は１日(水)です 
＜パソコン教室＞  基本的には毎週月曜日 10時～12時です 

２月 6日(月)10時～12時 講師 吉田恒夫さん  パソコンを持って来て下さ
い。参加費用 300円(コーヒーつき)２月は 13日、20日、27日の予定です    
<絵手紙講習会>   ちょっとゆったりしませんか。 

２月８日 (水)です。午後 1 時 30 分～  特に持ち物は要りません。講師 森
本玲子さん 参加費 400円(コーヒーつき) 次回は３月 8日(水)です 
<パッチワーク講習会 酉 >   
2月 16日(木)13 時 30 分～ 講師 中浦敬子さん 持ち物  糸、はさみ、針、濃
い鉛筆を持って来て下さい 。 参加費 150 円(材料代込み)です 
＜歴史を学ぶ 八幡の歴史 11> 橋本の話になるかと思います 
２月 22日(水)13時 30分～ 講師出口修さん 参加費 100円 月 1回開催 
＜味噌作り講習会＞ 

２月 24日(水)10時～13時 30分 講師 田頭千鶴子さん 安井富子さん  
もう定員になりました。参加費(昼食を共にします)600円です。 
＜マット作り講習会> 
３月 10日(金)13時 30分～ 講師 森本玲子さん  参加費 400円 靴下の不
要になった部分でマットが作れます。どうぞご参加下さい。 
<楽しい理科の実験 NO｡12 空気砲  >  
３月 24 日(金)13時 30分～   講師 木下章司さん  特に持ち物はいりません。
参加費 300 円(コーヒーつき)です。お楽しみに‼ 

<絵画 一色美恵子展>   絵画展はまるごと館初です！  
3 月２９日(水)～31 日(金)10 時～17 時 油絵です。一色美恵子さんは堺市在
住で、毎日まるごと館に来られるそうです。どうぞご自由にお越しください。 

八幡まるごと館 ２月・３月の予定   

 

<楽しい理科に実験 NO11カルメ焼き > 1月２０日 

＜八幡の歴史 10＞ 1月 25日 

平岡由利子さんがお休みで、4 月 7 日の
コンサートの曲について話し合い、第 1水
と毎週月曜の自主練習に参加して頂いたら
と話がまとまりました。よく知られた日 

 

本の歌をずっと黙々と
吹きます。間の休みに
は楽しいお喋り。｢レパ
ートリーが増えた｣と
言いながら一緒に吹く
のは楽しいものです。 

 

<オカリナクラブ ひまわり> １月 13日 

１月にこんなことしました 

 

<絵手紙講習会> 1月 11日 

新年早々参加者が多く、賑やかな楽
しい講習会となりました。描く対象物
からも季節が感じられます。菜花や蝋梅 

 

がいっぱい詰まった絵を壁に飾ります。当たり前で
すが、｢ひとりひとり違っていい｣です。森本玲子さ
んに手話を教えていただき、楽しい時を終えました 

が出てく
るように
なりまし
たから。
春はそこ
に。個性 
 

カルメ焼きに挑戦です。り 

木下章司さんが準備して下さったアルコー
ルランプとお玉を使って三温糖・重曹・水で何度もや
っ 

ってみました。出
来た時には歓声
が。コツがい
るのです。ま
るごと館内に 

 

は露店の甘い香りがしました。ふくらん
で来るのは液の中で出来た二酸化炭素が
外に出ようとするからだそうです。 

な出来上が
りに思わず
微笑みが。
次回は中
浦さんの
鶏です。 
 
 
 

あって、今の男山ではなくもっと南の方も含めて
雄徳山と呼んでいて、現在あまり松がないけれ
ど、たくさんあった。木津川の水害に苦慮し明治
元年付け替え工事の時多く切られたそうです。 

 

って来られ、
映写機で解
説して下さ
いました。雄
徳(おとこ) 

山松の句が
あ 元禄年間、柏村直篠(なおえだ)の詠んだ

八幡八景が今回学んだところです。出口修
さんは、そのために現在のその所の写真を撮
っ 

きさで、柄によ
って出来上がり
はひとりひとり
違うというのも
面白いです。 

ひな人形。昨年人気で、今年もとの要望に応えて。
司馬信子さんに教えていただきました。手頃の大 

髪飾りがなかなか自由にならなくて、 
皆さん苦心しておられましたが、素敵 

< パッチワーク講習会雛人形> 1月 26日 

＜あんなこと・こんなこと＞ 

 
 今月は写真ば

かりになりま
した。もうお馴
染みの吉田東
子さんの絵手
紙がとても素
敵です。印刷し
たものより実
物の方がいい
で 

 ｢人が何かを身につけるのは、自己を豊
かにするためだけではなく、それを他者
と分かち合うためなのではないか、とも
考えるのです｣(若松英輔)という言葉に
出あいました。2011 年まるごと館たよ
り 21 号に｢植物が大事にしていること
は仲間とつながること｣と掲載。それを
思い出しました。人間だって仲間とつな
がることができる・・まるごと館で多く
の方と接して、今この言葉がとてもぴっ
たりくるのです。 

     (うえたに じゅんこ) 
  

です。まるごと館に掲示していますので、いつ
でもどうぞお越しください。吉田さん色々とあ
りがとうございました。 

 

吉田さん 理科の実験 

＊ 
＊ 


